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尿素サイクルの律速酵素であるArginiIDsuccinate synthetase (ASS と略す)に日周リズムを見出
した。この日周リズムの発生機構と，その生理的意義を明らかにすべき以下の研究をおこなった。
〔方法ならびに成績〕
実験動物には雄性Wistar系HLA ラット，初体重 120~140 g を選んだ。すべての動物は恒温恒湿
室 (250C ， 50~60%RH) で飼育された。また午前 8 時から午後 8 時まで点灯し，午後 8 時から午前
8 時まで消灯する照明条件下においた。 Argininosuccinate synthetaseの活性測定法は， Kato ら (J.
Biochem. , 79, 945-953 (1976) )の方法でおこなった。
すなわち， (カルパモイル_ 14 CJ シトルリンを基質とし，反応生成物である 14C ーアルギニノス
クシナートを無水物に転換した後， Dowex 50W-X 8 (ピリジン型)を用いてシトルリンと分離後定
量した。











④ ラットは夜行性であるので消灯下(午後 8 時から午前 8 時)に集中して摂食頻度が増加するがこ
の摂食頻度と一致してASS活性が増加するので，ぞの日周リズムが摂食の学習に基づくのか，内因
性のものかを以下の実験から検討した。まず明暗条件をそのままとし，自動給餌装置を使用して午後





た O これら両実験の結果から， ASS活性の日周リズムは，動物が摂食を学習することによって生じ
たことを示唆している。しかし，上記の摂食条件を10 日間続けると，摂食を誘因とする活性のピーク

























③ ASS活性の日周リズムは，摂食の学習と内因性の生物時計の 2 つの因子によって形成される可
能性を示唆した。
④ ASS活性の日周リズム発生に対する自律神経の役割を解析し，摂食とともに増加する酵素活性
は副交感神経が，摂食開始直前に増加する酵素活性は交感神経が関与する可能性を示唆した。
以上の知見から， ASS活性の日周リズムの発生機構とその生理的意義を明らかにし，日周リズム
の研究に寄与するところ大であり，博士論文として評価される。
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